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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】帯状の台紙に一定間隔をおいてラベルが仮着さ
れたラベル記録紙を剥離発行させる場合に、安定してラ
ベルを発行することができるラベル用台紙を提供する。
【解決手段】ラベル用台紙１２ａは、ジグザグに形成さ
れたミシン目１２ｃによってそれぞれのラベル用台紙１
２ａが連接されているので、ミシン目１２ｃから容易に
それぞれのラベル用台紙１２ａを引き裂くことができる
ようになっている。一方、ラベル記録紙１２を剥離発行
させる場合は、ミシン目１２ｃが剥離バーの頂部２０ａ
に達しても、ミシン目１２ｃはジグザグに形成されてい
るので、ミシン目１２ｃが鋭角に直線状に形成された剥
離バーの頂部２０ａに引っかかるおそれがなく、印字ズ
レを生ずるおそれがない。
【選択図】図２
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　帯状の台紙に一定間隔をおいてラベルが仮着されたラベル記録紙において、
　前記帯状の台紙は、ミシン目で連接されるとともに、該ミシン目はジグザグに形成され
ていることを特徴とするラベル用台紙。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、帯状の台紙にラベルが仮着されたラベル記録紙を剥離発行させるときに、安
定してラベルを発行することができるラベル用台紙に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、帯状の台紙にラベルが仮着されたラベル記録紙は、ミシン目によって帯状の台紙
が連接され、それぞれの台紙に粘着剤を介してラベルが仮着されている。このような台紙
のミシン目は、印字方向と直交する方向に直線状に形成されている。また、ミシン目によ
って連接されたそれぞれの台紙に、ミシン目に平行に伸びるスリットによって２分割され
たラベルが仮着されたラベル記録紙が知られている。
【特許文献１】特開２０００－６２２７７号公報
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００３】
　通常、帯状の台紙にラベルが仮着されたラベル記録紙をプリンタで印字させる場合には
、印字後にラベルが台紙に仮着されたまま発行される通常発行と、印字後にラベルが台紙
と剥離されて発行される剥離発行とが選択されて使用できるようになっている。ここで、
剥離発行を行う場合には、剥離バーによって台紙だけが鋭角に折り曲げられることによっ
て、ラベルと台紙が剥離されて、それぞれ発行されるようになっている。
【０００４】
　しかしながら、特許文献１に記載の台紙をプリンタで剥離発行させると、剥離された台
紙のミシン目がちょうど剥離バーの頂部の位置に達すると、台紙のミシン目の方向と剥離
バーの頂部の方向とが同じ方向になるため、台紙が剥離バーの頂部に引っかかるおそれが
ある。そうすると、ラベルが安定して発行されないため、ラベルに印字ずれが生ずるとい
う問題があった。
【０００５】
　本考案は、上記事案に鑑みて成されたもので、帯状の台紙に一定間隔をおいてラベルが
仮着されたラベル記録紙を剥離発行させる場合に、安定してラベルを発行することができ
るラベル用台紙を提供しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記の課題を解決するために請求項１に記載のラベル用台紙は、帯状の台紙に一定間隔
をおいてラベルが仮着されたラベル記録紙において、前記帯状の台紙は、ミシン目で連接
されるとともに、該ミシン目はジグザグに形成されているものである。
【考案の効果】
【０００７】
　請求項１に係るラベル用台紙は、帯状の台紙に一定間隔をおいてラベルが仮着されたラ
ベル記録紙において、前記帯状の台紙は、ミシン目で連接されるとともに、該ミシン目は
ジグザグに形成されているので、ラベル記録紙を剥離発行するときに、ミシン目が剥離バ
ーの頂部の位置に達した状態になっても、ジグザグに形成されたミシン目が剥離バーの頂
部に引っかかるおそれがないので、ラベルも安定して発行され、印字手段による印字ズレ
が生ずるおそれがない。
【考案を実施するための最良の形態】
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【０００８】
　以下に図面を参照して本考案の好ましい実施の形態について説明する。本実施の形態は
、外部機器としてのハンディターミナルから無線通信によって通信コマンドを受信してラ
ベルに印字させるモバイルプリンタを使用して、ラベル記録紙が剥離発行された場合につ
いて説明する。
【０００９】
　図１は、本考案の実施の形態に係るラベル記録紙が剥離発行されたときの断面図である
。図１において、モバイルプリンタ１は、主としてプリンタ本体２と、プリンタ本体２の
後端に設けられた枢軸（図示なし）回りに回動自在に枢着されたプリンタカバー３とで構
成されている。このプリンタカバー３の上面には、剥離フレーム５が一端をプリンタカバ
ー３に対して回動自在に設けられている。また、剥離フレーム５には、左右に対向するよ
うに解除レバー６ａ，６ｂが設けられ、それぞれの解除レバー６ａ，６ｂはそれぞれモバ
イルプリンタ１の中央に向かって若干スライドする機構となっている。この解除レバー６
ａ，６ｂをモバイルプリンタ１の中央に向かってスライドさせると、解除レバー６ａ，６
ｂがプリンタカバー３から解除されて、剥離フレーム５の一端回りに剥離フレーム５がプ
リンタカバー３に対して回動するようになっている。
【００１０】
　剥離フレーム５の前後のプリンタカバー３の上面には、それぞれラベル用台紙発行口８
とラベル発行口９とが開口している。また、プリンタカバー３の回動端には、プリンタカ
バー３とともに回動する覗き窓７が設けられ、この覗き窓７によって後述するラベル記録
紙１２の収納状況を確認することができる。一方、モバイルプリンタ１は、プリンタ本体
２とプリンタカバー３との間に形成された空間にラベル記録紙１２を収納することができ
る収納部１３を有している。
【００１１】
　図１のようにプリンタカバー３が閉じられた状態にあると、サーマルヘッド１５に対向
するようにプラテン１６がプリンタカバー３に設けられ、プリンタカバー３とともに回動
されるようになっている。このプラテン１６の一端には、伝達装置を介してステッピング
モータ（図示なし）によってプラテン１６が回転駆動される。また、サーマルヘッド１５
の後面にはサーマルヘッド押さえ１８がコイルバネ１９によってサーマルヘッド１５を押
圧することによって、サーマルヘッド１５がプラテン１６に弾接されている。一方、プリ
ンタ本体２の底板には、バッテリーを収納するバッテリーフレーム１４が形成され、この
バッテリーフレーム１４にサーマルヘッド１５の下端が回動自在に枢着されている。
【００１２】
　プラテン１６の上側には、若干の隙間を空けて剥離バー２０がプリンタカバー３に設け
られ、図１のようにプリンタカバー３と共に剥離フレーム５が閉じられた状態にあると、
剥離フレーム５の下端の剥離ローラ１７がプラテン１６に弾接されるように剥離フレーム
５に配設されている。したがって、プラテン１６が回転駆動されると剥離ローラ１７も従
動され回転される。ここで、剥離手段は、剥離バー２０と剥離ローラ１７とで構成されて
いる。また、剥離バー２０は、このような形状に限定されるものでなく、鋭角を有する形
状であれば任意な形状とすることができる。
【００１３】
　印字手段は、サーマルヘッド１５とプラテン１６との間にラベル記録紙１２を挟持した
状態で、制御信号がサーマルヘッド１５に供給されることによって構成されている。この
状態で、印字手段によりラベル１２ｂが印字されながら、プラテン１６がステッピングモ
ータ（図示なし）によって回転駆動されてラベル記録紙１２が移送される。
【００１４】
　図２は、ラベル記録紙が剥離発行されたときの要部斜視図である。ラベル記録紙１２は
、ラベル用台紙１２ａに一定間隔をおいてラベル１２ｂが粘着剤を介して仮着された状態
で巻回されている。又、ラベル用台紙１２ａは、ジグザグに形成されたミシン目１２ｃに
よってそれぞれのラベル用台紙１２ａが連接されているので、ミシン目１２ｃから容易に
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それぞれのラベル用台紙１２ａを引き裂くことができるようになっている。一方、ラベル
１２ｂは、ラベル記録紙１２からカス取りされて形成されているので、それぞれのラベル
用台紙１２ａの大きさより若干小さくなっている。
【００１５】
　次に、ラベル記録紙の剥離発行について説明する。最初のラベル１２ｂを剥離させたラ
ベル用台紙１２ａを、剥離バー２０の鋭角を有している剥離バーの頂部２０ａで鋭角に折
り曲げられるように剥離ローラ１７とプラテン１６に挟持させて装着した状態で印字手段
により印字させる。すると、印字されたラベル１２ｂは、腰が強いので剥離バー２０で鋭
角に折り曲げられることなくラベル用台紙１２ａから剥離されて発行口９から発行される
。一方、ラベル用台紙１２ａは、ミシン目１２ｃが剥離バーの頂部２０ａを通過しながら
鋭角に折り曲げられて発行口８から排出される。図１および図２は、最初のラベル用台紙
１２ａを取り除いた状態を示している。
【００１６】
　ラベル用台紙１２ａが剥離発行される場合に、ミシン目１２ｃが剥離バーの頂部２０ａ
に達しても、ミシン目１２ｃはジグザグに形成されているので、ミシン目１２ｃが鋭角に
しかも直線状に形成された剥離バーの頂部２０ａに引っかかるおそれがない。したがって
、ラベル１２ｂは安定して印字されて発行することができ、印字ズレを生ずるおそれがな
い。
【００１７】
　本実施の形態では、ミシン目１２ｃがジグザグに形成された場合について説明してある
が、これに限定されることなく、ミシン目１２ｃが、剥離バーの頂部２０ａに達したとき
に、剥離バーの頂部２０ａと重ならないように任意の形状とすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本考案の実施の形態に係るラベル記録紙が剥離発行されたときの断面図である。
【図２】ラベル記録紙が剥離発行されたときの要部斜視図である。
【符号の説明】
【００１９】
　１　　モバイルプリンタ
　２　　プリンタ本体
　３　　プリンタカバー
　５　　剥離フレーム
　６ａ，６ｂ　　解除レバー
　７　　覗き窓
　８　　ラベル用台紙発行口
　９　　ラベル発行口
１２　　ラベル記録紙
１２ａ　　ラベル用台紙
１２ｂ　　ラベル
１２ｃ　　ミシン目
１３　　収納部
１４　　バッテリーフレーム
１５　　サーマルヘッド
１６　　プラテン
１７　　剥離ローラ
１８　　サーマルヘッド押さえ
１９　　コイルバネ
２０　　剥離バー
２０ａ　　剥離バーの頂部
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【図１】
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【図２】
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